
白血病と線量反応相関
広島・長崎原爆被爆者における白血病の線量反応

出典：DS02とDS86による白血病のノンパラメトリックな線量反応（1950－2000年）
Preston et al., Radiat Res,162, 377, 2004より作成
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※1 ：（公財）放射線影響研究所が1986年に確立した、原爆被爆者の被ばく線量推定方式
※2 ： DS86に代わり、2002年新しく確立した線量推定方式
※3 ：白血病の場合、重み付けした骨髄線量（中性子線量を10倍したものとγ（ガンマ）線

量の和）を使用
環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第1章　放射線の基礎知識と健康影響
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原爆被爆者における発がんのリスク（白血病）
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出典：国連科学委員会（UNSCEAR）2006年報告書より作成
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環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第1章　放射線の基礎知識と健康影響


